


















はじめに 

児童は、医療機関、保健所・市町村の保健事業、学校、児童福祉施設などとの関わりの中

で、健康の維持、疾病・障害の予防あるいは軽減に結ひつく早期発見、医学的指導、適時

な療育施設の案内など、一連の、しかし多彩なプログラムのもとに健康管理が進められて

いる。 

しかし特に肢体不自由児施設に入所する障害児は、単一の整形外科的肢体不自由にとどま

らず、多面的障害像を呈するものが多く、集団を対象として、一般的計測や診察・検査を

行う行政検診になじまない傾向をもち、心身障害児という一括した考えで、果して効果的

な早期発見、管理を展開しうるものか検討する必要がある。 

そこで、肢体不自由児と地域における保健活動がどう関っているか、その接点を肢体不自

由児側から調査、検討した。 


